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果を始めて観測した。そして光磁気効果の性質を実験的に調べ，関連する他の現象すなわち， E S Rお
よび光伝導の観測を行い，その比較から，光磁気効果の起源を明らかにし，機構を考察しているO
先ず光磁気効果とESRをSQUIDで検出する装置を製作し，常磁性イオンを含む物質の光磁気効
果としてルビーの観測を行い，装置の性能の評価を行なっているO ルビーでは光照射によりクロムイオ
ンの基底状態のスピン分布が熱平衡からずれること，およびスピン格子緩和やスピン交差緩和に関する
情報が得られることを明らかにしている。
次いでシリコンのドナー不純物が，液体ヘリウム温度域で、赤外光R窃すにより反Jz'性の向きに磁気モー
メントが変化することを見い出し，その性質を詳しく調べているO 光磁気効果の原因として， ドナー電
子のスピン温度の上昇と電子を余分にトラップしたドナー状態 (D-状態)の軌道反磁性の 2つの可能
性が考えられる O この2つの可能性をESRと光伝導の実験から区別することを行い，光励起に伴うド
ナースピンの反転によって光磁気効果が起こっていると結論している。またスピン格子緩和時間が赤外
光照射により短くなることも見い出している O
光照射により，ドナースピンの反転が起きる機構に関しては，光励起によるホット・エレクトロンが，
光電子のスピン温度を上昇させ，光電子とドナー電子のスピン交換を伴う散乱で，ドナー電子の反転が
起きると推論している O この推論にもとずいてスピン分極にたいするレート方程式を提唱し実験結果
が，一応説明されることを示しているO
??? ?
本論文の結果は，半導体の光励起と緩和過程にスピン反転の生じることを始めて指摘したものであり，
学位論文として価値あるものと認める O
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